
 

 

 

 

 

 

 

 

11月 26日（木），５年生が社会見学に行ってきました。新型コロ

ナウイルス感染症予防のため，三重県内での実施となり，伊賀くみひ

も組匠の里，伊賀流忍者博物館，おやつカンパニー・おやつタウンを

見学しました。  

伊賀市の伝統工芸品であるくみひもの体験では，最初は慣れない作 

業でとまどっていた児童もいましたが，徐々に慣れて，３０分ほどでキ

ーホルダーまたはブレスレットを完成させていました。 

伊賀流忍者博物館では，忍者屋敷のからくりや，忍者がどのような仕 

事をしていたかなどを学んでいました。 

おやつカンパニーでは，ベビースターラーメンの製造工程を見学し

ました。今年は「Go To トラベルキャンペーン」で，1,000円分の地域

クーポン券があったため，おやつタウンで子どもたちは 1,000 円以内

になるように考えて，お土産を買っていました。 

どの見学場所でも，係の人の話を，メモを取りながらしっかりと聞

いたり，積極的に質問をしたりしていました。 

自然教室は雨が降り，食堂での昼食になりましたが，今回は天候に

も恵まれ，全員で大きな輪を作って広場で昼食を食べました。 

 

 

11月 27日（金），鈴鹿市教育委員会教育支援課の安藤先生を講師

に迎え，５限目に 1～３年生，６限目に４～６年生を対象に万引き防

止教室を開催しました。安藤先生のお話や，教員による寸劇を見ての

振り返り等を通して，子どもたちは万引きをすることはどれほど大変

なことになるかを考えていました。 

 

 

11月 30日（月）と 12月 1日（火），栄養教諭の中西先生に来て

いただき，２年生～６年生で食育の授業をしていただきました。２

年生は「野菜」，３年生は「大豆」，４年生は「給食センターから

出るゴミ」，５年生は「お米」，６年生は「生活習慣病の予防」に

ついて教えていただきました。どの学年も，先生の話をしっかりと

聞き，積極的に発表をしていました。 
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12月１日(火)，第５回学校運営協議会を開催しました。  

まず，前回の学校運営協議会（10月22日）以降の学校の 

様子と新型コロナウイルス感染症に関する合川小学校の取

組及び鈴鹿市内の学校での発生状況・対応について説明を

しました。 

次に，今年度の学校評価について，達成状況，成果と課

題について学校から説明しました。委員の方からは，「コロナ禍の中で，子どもの楽しみ

が減ると不登校の子が増えるのではないか，心配である」「修学旅行に行けてよかった。

場所は三重県内でも子どもは喜んでいた。こういう時なので心配だったが，校長先生がま

めにメール配信をしてくれたので安心できた」などの意見をいただきました。 

委員の皆様には，1月13日までに学校関係者評価へのご意見の記入をお願いしました。

学校関係者評価については，次回の学校運営協議会で熟議をします。 

最後に，１・２学期は中止にした赤丸ボランティア，６年生を送る会，卒業式等，今後

の教育活動について学校から説明しました。 

赤丸ボランティアの方に実施したアンケートでは，「初めは少し心配しましたが，日ご

ろから体調管理に努め，少しでも体調が悪い場合は，活動への参加を見合わせるようにす

れば再開してもよいのではないか」「今年度の６年生が，１年生の時から赤丸ボランティ

アに関わっているので，締めの姿を見ることができないのが残念に思う」等の意見もあり

ましたが，多くのボランティアの方が今年の中止の判断は妥当だとの回答をいただきまし

た。また，これからコロナ禍の初めての冬を迎えるので，３学期もこのまま中止とし，今

後の状況を見て，来年度の実施を検討していくことを了承していただきました。 

卒業式については，現時点では，保護者は２名まで，来賓は学校運営協議会委員のみ，

児童は５年生または４・５年生のみが参加の方向で考えており，卒業式には，今までのよ

うに全校児童が参加できないため，６年生を送る会は在校生全員で実施し，６年生に感謝

の思いを伝える場にしたい，そのために，保護者の参観は断らせていただきたいと説明

し，了承していただきました。 

参加していただいた鈴鹿型コミュニティスクール推進コーディネーターの安藤先生か 

ら，「委員長の『子どもの楽しみがない』という声はありがたい。子どもも学校も頑張っ

ている。コロナに関する校長が作成した資料は見やすくわかりやすい。学校評価も，合川

小が何に取り組んだか分かりやすくまとめられており，成果と課題が見やすくてよい。  

赤丸ボランティアが中止となっていて，市内でもボランティアの人は寂しい思いを持っ

ている中，アンケートを取ったことでボランティアの人の思いをくみ取ってもらえてよい

ことである。学校評価の中で，交通事故・不審者がゼロというのは，地域の力がすばらし

いということだと思う。」と講評をいただきました。 

 

※６年生を送る会，卒業式の持ち方については，３学期に改めて文書でお知らせします。 


